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はじめに 

 児童生徒が学校生活をおくる中で，突発的な事故や急病が起こって命を守るために，緊急に処
置をとらなければならない場合があります。このような場面に置いて医学的知識や技術を持った
専門職としての養護教諭への期待は大なるものがあります。救急処置は，養護教諭の職制以来，
今日まで養護教諭の職務の重要な位置をしめています。 
 学校における救急処置は，軽度の擦過傷から，生命の危機につながる負傷や腹痛，頭痛，最近
では心の問題を背景にした症状を訴える児童生徒への対応等，幅広いものとなっています。一般
社会でいう救急処置は，事故や疾病の発生から医療機関へ運ぶまでの処置を意味するが，学校
における救急処置は，それだけでなく，保健室で休ませたり，消毒したり，児童生徒との会話で心
を落ち着かせたりと，医学的処置に加えて，教育的な要素が加味されています。したがって，専門
書等では，「救急看護」という表現をしていることもあります。学校における救急処置を担当する養
護教諭に医学的知識や技術ばかりでなく，教育者としての力量が要求されるゆえんです。 
 そこで，養護教諭として次のような力が必要とされています。 

 １ 傷病の状況を把握して適切な処置ができる力 
 ２ 傷病の程度におり，緊急性と重症度を判断し，医師に受診させるか否かを決定する力 
 ３ 処置を行う中で，児童生徒を主体とした健康づくりへの学習として取り扱える力 
 ４ 状況判断・応急処置等，学校長・教頭・学級担任等の学校職員，保護者に報告するとともに，
これから何をすべきかを専門職として示唆できる力 
 ５ 医療機関に受診した場合，事故発生状況や学校でとった処置，傷病の児童生徒の日頃の健
康実態をすみやかに医師に報告できる力 
 ６ 傷病の事故報告の原稿や日本体育・学校健康センターの事務処理をする力 
 ７ 傷病を総括し，再び傷病発生の防止活動を推進する力 
 ８ 常に，救急処置がすみやかにできる保健室整備をする力 
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 以上主たるものをあげてみましたが，学校における救急処置を養護教諭一人だけで行うもので
はありません。養護教諭が中心となって，学校という組織体の中での救急体制が必要なことはい
うまでもありません。また，養護教諭として，児童生徒一人一人の日常の健康状態を把握し，「い
つもと違う」状況を見落とすことのないよう心がけたり，傷病の背景にあるものを見抜く目を持つこ
とが重要です。そして，突発的な事故や急病が起こらないような予防対策や再発防止策の推進に
努力しなければなりません。 
 児童生徒が健康で学校生活が送れるよう，学校における救急処置について見直し，それぞれの
学校に応じた救急処置が行われるよう取り組んでいただきたく思います。 

編集後記 

 児童生徒の健康実態により，養護教諭の執務も変遷していることから，会員の声として，時代の
ニーズにあった執務事例集が欲しいとの要望がありました。 
 そこで，いろいろ検討の結果，昭和６１年に発行の執務事例集の続編を計画的に発行していくこ
とになりました。今回は，養護教諭執務事例集Ⅱとして，平成３・４年の２年間をかけて「学校にお
ける救急処置」についてまとめました。 
 養護教諭にとって「救急処置」は，大変重要な執務です。この事例集Ⅱにより，学校における救急
処置が円滑に，且つすみやかに行われるよう活用していただきたいと思います。 
 この執務事例集Ⅱ編集にあたり，日本体育・学校健康センター静岡県支部事務局長様，静岡
市・藤枝市岡部地区学校薬剤師会の方々に多大な御尽力を賜りましたことを厚く御礼申し上げま
す。 
 また，会員より，アイディアをはじめとして，いろいろな事例をお寄せいただきましたこと御礼申し
上げます。 
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